
　昨年私たちは2つの大きな宣言をいたしました。一つは
「ベビーファースト活動宣言」。もう一つは「ゼロカーボン
シティ宣言」です。前者は日本国が存亡の危機に直面して
いると言っても過言でもないこの超少子化社会に基礎
自治体としてどのように解答を提示していくのか。また
後者は世界規模での気候変動にどのように挑むのか、
利府町なりの答えが求められます。 
　また今年は昨年好評を博した「TGRラリーチャレンジ
in 利府」が7月に予定されていますし、後半には待望の
ビジネスホテルも開業予定です。私たちの掲げているシン
プルな三つの戦略、利府町を「知る」「来る」「住む」の「来る」
の段階を「回遊」をキーワードに大胆に推し進めて参りたい
と思います。 
　ところで皆さんは利府町を客人にご案内する際、どちら
にお連れしますか。表松島・馬の背、仙台箪笥ミュージアム、
東北最大級のイオンモール、新幹線総合車両センター、
オリンピックスタジアム、日帰り温泉、歌枕十符の菅薦、
リフノス、梨園、直売所などなど、なんでもありますね。一つ

一つ丁寧に整備や輸送、協働して滞在型のまちづくりを
進めていきたいと思います。もう「通り過ぎるだけの町」
なんて言わせません。 
　何を取り組むにもまず町民の皆様、住民の皆様の声を
聴かせていただけたらと思っております。たとえば、少子化
対策を解決させるためには町長や町役場だけがシャカリキ
になっても問題解決にはなりません。昨年も小さなお子様
を育てているママに集まってもらいヒヤリングをさせて
いただきました。また今年は利府町の課題でもある20代
の女性が転出してしまう理由についてもしっかりとご意見
をいただき、分析して課題を乗り越えてまいりたいと思い
ます。 
　うさぎ年で年男の私は今年も皆様とともにワクワク
する、飛躍できる、明日がある町を形作ってまいりたいと
思います。 

２０２３年、年男の町長です

町長コラムベア・パル

利府町長 熊谷 大
ゆたか

国保・年金だより

　国民健康保険加入者の皆様へ、医療機関等からの請求に基づく『医療費のお知らせ』を作成し送付しています。この
通知は医療費控除の申告手続の際、医療費の明細書として使用することができます。
　紛失された場合には再発行が可能ですので、本人確認書類（運転免許証等）を持参の上、町民課国保年金係（①番
窓口）で申請してください。
※令和４年１１月から１２月診療分については、３月上旬に送付する見込であり、確定申告開始時期に間に合わないため、
　『医療費のお知らせ』が届く前に確定申告される方は、領収書に基づき「医療費控除の明細書」をご自身で別途作成
　いただく必要があります。なお、医療機関等から発行された領収書は破棄せず、大切に保管をお願いします。

国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方へ　追納をおすすめします！

確定申告に伴う『医療費のお知らせ』の再発行について

問　町民課　国保年金係　☎７６７-２340
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　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除）・納付猶予・学生納付特例の承認を受けられた期間がある場合、
保険料を全額納めたときよりも老齢基礎年金の受取額が少なくなります。
　そこで、これらの期間の保険料は、将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、１０年以内であればさかのぼって
納めること（追納）ができます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算して３年度目以降に追納すると、当時の保険料額に一定
の加算額が上乗せされます。
　追納のお申込みは、年金手帳または納付書、窓口に来庁する方の本人確認書類（運転免許証等）をご持参の上、
町民課国保年金係（①番窓口）またはお近くの年金事務所で手続をしてください。
※別世帯の方が手続する場合は委任状が必要です。
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、
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デ
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仕
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催
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町
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あ
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。
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。

佐
藤
　今
ま
で
利
府
町
の
こ
と
を
あ
ま
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知
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な
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っ
た

ん
だ
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実
感
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。
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利
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れ
て
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今
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り
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い
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笹
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分
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利
府
町
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こ
と
を
調
べ
よ
う
と
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た

こ
と
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あ
り
ま
せ
ん
で
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た
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、
最
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始
め
た
取
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も
多
く
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ら
広
が
っ
て
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く
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来
を
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感
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利
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半
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い
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　大
学
の
講
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で
利
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に
つ
い
て
調
べ
る
機
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が
あ
り
ま
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た
が
、
話
を
聞
い
て
利
府
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に
対
す
る
考
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方
も
変
わ
り
ま
し
た
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え
る
う
え
で
、
情
報

発
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の
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な
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町
長
　二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
生
活
し
て
き
た
中
で
、
課
題

な
ど
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含
め
た
皆
さ
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の
利
府
町
観
を
教
え
て
く
だ
さ
い
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佐
藤
　利
府
町
は
、
買
い
物
で
き
る
場
所
が
多
く
生
活

し
や
す
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
町
内
中
心

地
や
駅
に
向
か
う
バ
ス
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本
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が
少
な
く
、
公
共
交
通
の

面
で
は
課
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が
あ
る
と
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じ
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す
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半
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　イ
オ
ン
な
ど
多
く
の
商
業
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
て

お
り
、
充
実
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た

商
業
施
設
を
町
外
の
人
が
利
用
す
る
た
め
の
移
動
手
段

で
あ
る
、
電
車
の
本
数
が
少
な
い
印
象
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
商
業
施
設
に
向
か
う
際
の
歩
道
の
安
全
性
を

高
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

町
長
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
公
共
交
通
は
課
題

と
し
て
よ
く
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
町
で
も
公
共
交
通
会
議

を
開
催
し
常
に
見
直
し
を
か
け
て
い
ま
す
が
、
住
民
の

方
々
の
要
望
ど
お
り
に
改
善
し
た
と
し
て
も
利
用
数
が

伸
び
な
い
背
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も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
解
決
で
き
る
と
思
い
ま
す
か
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佐
藤
　発
展
し
て
い
る
町
は
駅
が
大
き
く
周
り
に
商
業
施
設

が
あ
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
利
府
駅
の
周
り
に
は
そ
れ
ほ
ど

商
業
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設
が
な
い
印
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が
あ
る
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め
、
駅
周
辺
の
発
展
が

必
要
だ
と
思
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す
。
ま
た
、
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き
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の
利
用
を
増
や
す
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め
、
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を
誘
致
す
る
こ
と
も
有
効
だ
と
思
い
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す
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町
長
　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
企
業
が
集
ま
る
こ
と
で

そ
こ
か
ら
人
材
育
成
が
構
成
さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
が
活
性
化

し
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す
。
そ
の
た
め
、
誘
致
し
た
際
の
企
業
側
の
メ
リ
ッ
ト

の
創
出
を
含
め
た
、
企
業
が
集
ま
る
き
っ
か
け
づ
く
り
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
私
は
ま
ち
づ
く
り
の

根
本
に
あ
る
の
は
人
と
の
触
れ
合
い
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ 

10 

年
間
で
社
会
の
流
れ
や
人
と
の
関
わ
り
方
な
ど
が

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え 
10 

年
後
の

ま
ち
づ
く
り
を
ぜ
ひ
一
緒
に
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

皆
さ
ん
は
利
府
町
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
に
何
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
か
。

小
野
寺
　公
共
交
通
の
問
題
に
付
随
し
て
、
東
部
と
西
部

に
住
み
や
す
さ
の
差
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
町
内
の

居
住
の
受
け
皿
が
無
く
な
っ
て
い
る
中
で
、
東
部
に
居
住

の
受
け
皿
が
で
き
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

町
長
　居
住
の
受
け
皿
と
い
う
面
で
は
、
東
部
に
は
更
な
る

開
発
の
予
定
は
あ
っ
た
も
の
の
、
業
者
が
撤
退
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
過
去
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
部

町長×二十歳を祝う会代表者
新春座談会

小野寺 純輝さん

おのでら　　あつき

（利府西中学校出身） 
半田 向日葵さん

はんだ　 　ひまり

（利府西中学校出身） 
佐藤 諒弥さん

さとう   りょうや

（利府中学校出身） 
笹木 瞳さん

ささき  ひとみ

（しらかし台中学校出身） 

メリハリのある
先生になりたい

勉強だけでなく、
様々なことの楽しさを
伝えられる先生に

なりたい

工学の面から
人と人が繋がることに

貢献したい
心に寄り添えるような
看護師になりたい

小野寺 純輝さん
おのでら あつき

半田 向日葵さん
はんだ ひまり

佐藤 諒弥さん
さとう りょうや

笹木 瞳さん
ささき ひとみ

将来の目標を聞きました！ 
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